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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【背景】大動脈基部病変に対する大動脈基部置換術では冠動脈再建が重要である。Bentall 原法の報
告以後、Cabrol 法や Piehler 法が報告されたが、間置グラフトの屈曲や吻合部仮性動脈瘤などの合
併症を認めるため標準術式とはなっていない。現在は冠動脈開口部をボタン状に再建する Carrel 法
が標準術式とされているが、再手術症例や基部の病変が複雑化した症例には適していない。一方、1992
年に Svensson が報告した左冠動脈に長いグラフトを間置し、右冠動脈は Carrel 法で再建する
Bentall 変法（Svensson 法）は、ほぼすべての症例に応用できる手術手技上の多数の利点を有してい
る。【目的】Bentall 変法の遠隔期手術成績を 64 列マルチスライス CT 検査と心臓超音波検査を用い
て検討した。【対象】1992 年以降、当科で大動脈基部置換を必要とする全例（40例）に Bentall 変法
を施行し、これら 40 例（男 32 例、女 8例、平均年齢 54.7±13.6 歳）を対象とした。マルファン症
候群は 4例、緊急手術は 6例、再手術症例は 11例であった。【方法】全例で術後心臓超音波検査を年
1 回施行した。また 2007 年に腎機能障害を認めない 30 例に 64 列マルチスライス CT 検査を施行し、
3次元構築画像を用いて大動脈基部を評価した。その他の 5例では術後早期に施行した冠動脈造影検
査を評価した。【結果】病院死（2例）は緊急手術症例であった。遠隔期死亡（5例）は全例非心臓死
であった。経過観察期間は 5.7±4.0 年（最長 14.9 年）で、心筋虚血の発症や間置グラフトに関連す
る合併症を認めなかった。心臓超音波検査では心機能は遠隔期も良好に維持され、術後 8年の左室駆
出率は 58.1±7.8%であった。64 列マルチスライス CT 検査および冠動脈造影検査で、グラフト狭窄
や吻合部仮性動脈瘤などの冠動脈再建法に関連する合併症を認めなかった。【結論】Bentall 変法は
間置グラフトに関連する合併症を認めず、良好な遠隔期手術成績であった。Bentall 変法は冠動脈再
建方法の点で優れた大動脈基部置換術であると考えられた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
大動脈基部病変に対する大動脈基部置換術では冠動脈再建が重要である。Bentall 原法の報告の後、
Cabrol 法や Piehler 法が報告されたが、間置グラフトの屈曲や吻合部仮性動脈瘤などの合併症を認
めるため標準術式とはなっていない。現在は冠動脈開口部をボタン状に再建する Carrel 法が標準術
式とされているが、再手術症例や基部の病変が複雑化した症例には適していない。一方、1992 年に
Svensson が報告した左冠動脈に長いグラフトを間置し、右冠動脈は Carrel 法で再建する Bentall 変
法は、ほぼすべての症例に応用できる多くの手術手技上の利点を有している。 
本研究では Bentall 変法の遠隔期手術成績を、64列マルチスライス CT 検査と心臓超音波検査を用
いて検討した。当施設で 1992 年以降に Bentall 変法を施行した 40 例(男 32 例、女 8 例、平均年齢
54.7±13.6 歳)を対象とした。マルファン症候群は 4 例、緊急手術は 6 例、再手術症例は 11 例であ
った。全例で術後心臓超音波検査を年 1 回施行した。また 2007 年に腎機能障害を認めない 30 例に
64 列マルチスライス CT 検査を施行し、3 次元構築画像を用いて大動脈基部置換部を評価した。その
他の 5例では術後早期に施行した冠動脈造影検査により評価した。 
その結果、病院死を緊急手術症例の 2例に認めた。遠隔期死亡は 5例に認め、全例非心臓死であっ
た。術後経過観察期間は 5.7±4.0 年(最長 14.9 年)で、心筋虚血の発症や間置グラフトに関連する合
併症を認めなかった。心臓超音波検査では心機能は遠隔期も良好に保持され、術後 8年の左室駆出率
は 58.1±7.8%であった。64 列マルチスライス CT検査および冠動脈造影検査で、グラフト狭窄や吻合
部仮性動脈瘤などの冠動脈再建法に関連する合併症を認めなかった。 
以上の結果から、Bentall 変法は間置グラフトに関連する合併症を認めず、遠隔期手術成績は良好
である事が示された。 
本研究は、Bentall 変法が冠動脈再建方法の点で優れた大動脈基部置換術である事を示した優れた
臨床研究であり、今後本法が広く応用され、特に複雑な大動脈基部病変の治療成績向上に寄与するも
のと期待される。よって本研究は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。 
